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476 Fe3＋
の 電 気還 元操作 を伴 う メ ン ブ レ ン バ イ オ リ ア クタ ーを

用 い た鉄 酸化 細菌 の 培 養
（阪大 ・基 礎 工 ）　 O 白石 浩 之 ・田 谷 正 仁 ・東稔 節治

ユ狙 的　　石 炭 資 源 や 金 属 資 源 の 有効 利 用 を 目的 と して 、 鉄 酸 化細 菌等 を 用 い た バ ク テ

リ ア ・リーチ ン グ が 注 目 さ れ て い る
。 鉄 酸化 細 菌 は 炭 酸 ガ ス を 炭素源 とす る 独 立 栄養細 菌

で あ り、 増殖 速度 が 小 さ い 。 本研 究 で は 、 鉄 酸化細 菌の 新 しい 培養 シ ス テ ム と し て、 電解
ユ ニ ッ トを備 え た メ ン ブ レ ン バ イ オ リ ア ク タ ーを開発 し、 鉄 酸 化細菌 培 養の 高濃 度化 を検
討 し た 。

2雌 　　菌 株 は、 9：IL1gljA92．LliLS．£ecpog2dsl ，gns 　Y5刃 　（同和鉱 業よ り分与 ）を用 い た。
培養 は、 9−K 培地 1）を用 い 27 ℃ で 行 っ た。 培 餮槽 は ジ ャ

ーフ ァ ーメ ン タ ー 〈サ ク ラ 精機
製 ）を 用 い

、 培養液 を ホ ロ ー フ ア イ バ ー
モ ジ ュ

ール （ク ラ レ製 ）で 濾 過 し て 、 菌 体を 培養

槽 に も ど し た 。 濾 液 中の Fe3＋ は、 陰イ オ ン 交 換 膜 （HKA−−3、 旭 化成工 業製 ）を 装 着 し た 電

解 槽 で 電 気還 元 し、　Fe2 ＋
に 再 生 す る こ と に よ り、 繰 り返 し使用 した。 鉄 イ オ ン 濃度、 硫

酸 イ オ ン 温 度 の 分析 は そ れ ぞ れ チ オ グ リ コ ール 酸法、 塩化 バ リウ ム 比 濁 法 を用 い、 菌 体 数
は 顕微 鏡法 に よ り定 量 した。

盥 　　Fe3＋ の 電 気 還 元条件を 詳 し く検 討 し た と こ ろ、 高 電流、 高 電 圧 で は 還 元 が 過

剰 に進 行 し、 金属 鉄 の 析 出 が 観 察 さ れ た 。 電気還 元 条件 と して は、 600mh 、 16　V 以 下で の

操 作 が 適 し て い た 。 歌 に メ ン ブ レ ン バ イ オ リ ア ク ターを周 い て 、 生成 し た Fe　 3＋ を 電 気 的

に 還 元 し て 再利用 す る 濾 過培 養 を行 っ た。 そ の 結果、培 饕液 の 濾 過 と Fe3 ＋ の 遠 元 操作 を

繰 り返 す こ と に よ り菌 体 の 高 濃 度化 が 達成 され、 また、 培養 系内 へ 投入 した Fe2＋ 当 りの

菌 体収 率 も 向 上 さ せ る こ どが で き た 。
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⊥己 廴夐 　 中 空 糸 織 維 膜 濾 過 器 を 用 い て 反 応 霧 内 細 胞 濃 簾 を 高 め る こ と に よ 駐 連 続 培 養 に

お け る 酢 酸 生 産 逢 度 が 大 き く 向 上 す る こ と 遊 眠 に 報 告 し た
1 ，。 し か し 衛 ら れ 海 酢 酸 濃 度 は

酢 酸 に よ る 纐 胞 の 死 滅 の た め 約 45g ！L で あ っ 遊 。　本 研 究 で は 生 産 物 阻 害 の 彫 響 の 少 な い 繰

り 返 し 回 分 壇 養 に よ り 酢 酸 生 産 を 行 い 、　酢 酸 菌 の 濃 度 を 凋 め る と 同 時 に エ タ ノ ール 濃 厚 塘

埴 花 添 加 す る こ と に よ り 酢 酸 濃 度 を 豹 908 ！L ま で 高 め る こ と 花 目 的 と し て 研 窺 を 行 っ た 。

一 　@ 菌 株 はAcetebacter 　 sp ．岡23 。 標 準 培 地 組 成（ 9／L） は グ ル コ ー ス且 、 ベ ブ

ン 2 ・ 酵 母 エ キス5 ・ ， エ
タ ノ ール4T・ a ・ 酢酸Io ・Ut 　 M エ タノ ー ル 培 地 の 組 成 は 娠 準

地 に エ タ ノvル500 を 加 え 血 も の を用いお ． 　
工タ ノ ー ル 酸 化 速 度 が 低 く な っ 尨 時 点 で

地 の 交 換 を 繰り返し た ． 　 培 養 中 の エ タ ノ w ル 齪度は約20gXLM 維 持 す る よ う 濃 厚 工 タ

ー ル 培 地 を間欠 的に 20 幽 1 添 加 し な が ら 墻養

行っ激 。s32 ＿ 一 ＿ ro9 　 実 験 方 法の 回 分 培 養tt お い て 、 　 酢 酸 菌 の 増 殖は 酢 酸濃度 45 呂 ノ しで

ま っ た が 、 酢 酸 の 生産 は酢酸 潮 度 908 ！Lま で 続 い た 。　この 糖 果 よ b 、 　 酢 酸 菌 の 生 存 状

を 増 殖力のあ る生 菌 、 　 エ タ ノ ー ル 歡 化 熊 力 は あ る が増殖力 の な
い 状 恕 、 　 エ タ ノ ー ル 酸

と 壇 殖 能 力 の い ず れ も欠 け た 死 滅 載 胞 の 3 種 の 段 階 を 坂 定 す る こ と に 広 っ て 高 漓 度 酢 酸

生産をモデ ル化し 旋 。 　 80g ノ し 以 上 の 濃 度 の 酢 酸 を 生 産 す る 場 合 に つ い て 、 酢 毆 生 産速度が

り 返 し 回 分 tff 養 に お け る 初 黠 の 生 顛 湖 度 と 培 地 交 換率に依 存 す る こ と が 認 め 、 　 そ
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